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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 大上　なみ様～脱肛の処置について

　　　　・ピオクタニン消毒は脱肛している部分（外側）に塗る。

※ピオクタニンは処置キッドに入れて使用して下さい。

　　　　　　　　↓

・ネリプト軟膏は１/2使用

　　※ディスポ手袋に必要分出し、肛門に挿入。

　　　　　　　　　　↓

・フランセチンパウダーは脱肛している部分（外側）に振り掛ける。

· 小坂　君子様～ご家族より将来の事で主治医と相談したいとの事です。後日、　

　　　御家族から面談日を連絡してくると話されています。土日以外の日時を検討するよう説明しています。月曜日のリーダーは主治医へ報告お願いします。

· 吉田　富秋様～背部の癤が改善傾向の為サワシリン飲みきり止めとなり、来週

　　は状態を観察して悪化するようであれば、皮膚科診察していきます。

＜学術の進み具合＞

「忘薬・誤薬を無くする為には･･･」と言う題で進めています。

· 今後スタッフ側患者様側のアンケートをとる準備をしている。

· 自己チェック表を○ではなく服用した時間を記入する。

· 個人別の服薬後の薬包入れを使用してからの患者様の意見を聞く。

· 服薬教室を行う際のテキストの準備をしている。

· グループワークを月・金に２グループづつ分かれて行う。

※Ａグループ

・伊藤　雄一様　　　・五日市　規様　　　・坂本　秀男様

・島浦　三千男様　　・蝦夷森　重男様　　・横山　耕生様

※Ｂグループ

　　　・井上　和美様　　　・上久保　善郎様　　・江刺家　恵子様

　　　・三上　勇様　　　　・佐々木　善孝様　　・法霊崎　恵子様

※Ｃグループ

　　　・滝田　英人様　　　・十日市　利喜様　　・木村　梅子様

　　　・坂本　のり子様　　・柳杭田　かつ子様　・五日市　公様

※Ｄグループ

　　　・伊藤　五十二様　　・吉田　富秋様　　　・山火　るい子様

　　　・小比類巻　昇様

※Ｅグループ

　　　・平　京子様　　　　・中野渡　鉄男様　　・佐々木　淳様

　　　・元沢　政治様

　

＜企画運営委員会の対人関係援助チームについて＞

※グループ編成について検討しています。

1 体操・レクダンス（リズムダンス）

· 法霊崎　恵子様～運動が得意なので、②のスポーツ・スポーツレクに変更してはどうか。

2 スポーツ・スポーツレク

· 山火　るい子様～低血圧の為、①体操・レクダンスに変更してはどうか。

· 浅野　秀子様～体重減少の為、①体操・レクダンスに変更してはどうか。

· 柳杭田　かつ子様～運動拒否目立つので、①体操・レクダンスに変更してはどうか。

3 ゲーム（魚へん・パズル）

· 伊藤　雄一様　　江刺家　恵子様　　佐々木　善孝様　　佐々木淳様

1 体操・レクダンスに変更してはどうか。

※ゲームは臨機応変で全てのグループができるように行ってはどうか？

との意見が多く出ています。

＜グループワーク＞

· 報告、連絡、相談について話し合っています。

・どういう内容の時にリーダーや主任、副主任に相談するか。

自分で判断しにくい時、（患者様の状態悪化、家族からの面談などの依頼など）

· 医師へ患者様の状態報告する時に気をつけているポイントは？

患者様の現在の様子。今までの経過。これから薬や処置をどうしたらよいか。

・もし病院に院長だけしかいなくて院長が会議中の時、患者様が急変し状態が悪くなった時どうするか。

　　　　　　　　　　↓

　院長に伺いをたてて、会議中でも直接カルテと処方箋を持って患者様の状態報告に行く。

急ぎでないときはメールで良いが、緊急時はすぐ行動に移す。

· 患者様が間違えて薬を服用した時の連絡経路は？（夜間）

· チーフに報告する。

· 主治医へ患者様の報告して指示を仰ぐ。

· チーフが他病棟の患者様を確実に状態把握する事は難しいので、事故があった病棟スタッフが医師へ報告するのが望ましい。当直医より主治医の方がその患者様の状態を把握している為、先にそちらに報告してから当直医へ報告する。

· 自分だけではなく、スタッフがわかるように連絡することが大切。

· 明確に順を追って伝える。

※報告、連絡、相談漏れのないよう気を付けていきましょう。

　








































